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中国電力株式会社に関する指摘内容 

 

令和４年９月３０日 

原子力規制庁 

新基準適合性審査チーム 

 

【コードが解析に必要なモデルを有すること】 

○ 重要度ランキングテーブル（PIRT）において、炉心体系に関する全ての物

理現象が抽出されているかを確認するため、物理現象の抽出の考え方を整

理すること。 

○ 上記物理現象に対する重要度ランク付けが適切になされているかを確認す

るため、重要度ランキングの決定の考え方を整理すること。 

○ 上記 2点の整理にあたっては、PIRT 中の物理現象、評価指標及び重要度ラ

ンクと、C/B 厚変更により影響を受けるパラメータ及び許認可解析の評価

項目に関するパラメータとの関係も含めて整理すること。 

 

【試験等の妥当性確認によりコードの信頼性が確認されていること】 

○ 検証及び妥当性確認のプロセスが適切に実施されているかを確認するため、

当該プロセスの内容を整理すること。なお、学協会基準等を参照した場合

は、参照した基準等を示すこと。 

○ 妥当性確認に採用している試験データ等について、解析結果と比較するに

あたって、想定している炉心状態を網羅しているか、信頼性のある試験デ

ータかなどを含め、試験データ等の選定の考え方を整理すること。 

○ 試験データ等と比較した結果により、妥当と判断した考え方（どういう観

点から、何を満たしていればよいと考えるのか）を整理すること。 

 

【島根３号炉 許認可解析に必要な信頼性を達成していること】 

○ 安全解析コード等の入力となる LANCR/AETNA コードの出力を整理し、必要

に応じて当該出力から安全解析コード等への入力のための処理プロセスも

示すこと。 

○ 妥当性確認プロセスから、どのように解析コードの不確かさの値を算出し

ているのか整理すること。 

○ 解析コードの不確かさと設計における設定値との比較においては、解析コ

ード以外の不確かさ（取替炉心段階に生じる不確かさ等）の値も示した上

で、設計における設定値内であることを示すこと。 

 



 
 

 

 

 

 

以上 


